
                  当プラン収益の一部を「東日本大震災」の
                     復興支援金として岩手県へ寄付いたします。

IGR 検索

１９５０年～６０年代に大流行した『歌声喫茶』。
一緒に歌う一体感が魅力で、青春時代をこの歌声喫
茶で謳歌した方も多いのでは？
現在、全国的にブームが再来！東京・新宿で長年営
業してきた歌声喫茶「ともしび」が、出前歌声とし
て全国で催し物を行っています。各会場、即満席に
なるこのイベントが「復興」を願って久慈市「道の
駅くじ」にやってきます♪みなさんで「歌のちか
ら」を体感しましょう！！

会場は懐かしさ満点の『昭和レトロ館』♪

貸歌詞本・１ドリンクつき♪



◎ 『くじ』
産直や物産館はもちろん、「昭和レトロ館」やスーパーも隣接する
大型道の駅☆久慈地域のお土産も充実♪
久慈市中心地にも近く、「歴通路（レトロ）広場」には楽しい出店も
多く並びます。

◎ 『おりつめ　オドデ館』
九戸村の道の駅。野菜類はもちろん、全国的にも希少な『甘茶』の
加工品や「山ぶんどうソフトクリーム」など、九戸村を代表する、
素朴ながらも味は折り紙つきの加工品がたくさん並びます。
『オドデ』とは。。。村の守り神の怪鳥の名前です♪

【 こども料金に関して（小人：小学生 幼児：３歳以上小学生未満 乳児：０～３歳未満） 】
１．小人は大人旅行代金の２,３００円引きとなります。
２．幼児・乳児は無料です。ただし旅行中幼児・乳児が1名でバス座席を利用する場合は「小人の旅行代金」を申し受けます。
３．こどもの昼食は「こども向けメニュー」になります。プレゼントはついておりません。

１．旅行代金に含まれるものは次の通りです。　
　　○ 昼食代 ○ 「出前うたごえ」参加費 ○ 貸切バス代 ○ 保険代 ○ IGR各駅⇔IGR二戸駅の、IGRいわて銀河鉄道往復乗車代
２．IGR乗車・降車駅ごとの、差額のご返金はいたしません。
３．イベント不参加の場合でも、差額のご返金はいたしません。

１．行程表内：IGR二戸駅→IGR二戸駅は貸切バスを利用します（バスガイドなし）。
２．バスのお座席は弊社お任せとなります。また、ご参加人数によりバスの大きさが異なります。

１．当日の仕入状況等により、内容が変更になる場合がございます。
【 共通のご案内 】
１．運輸機関のスケジュール変更・天候状況・交通規制・現地状況等により行程が変更になる場合がございます。
２．掲載写真は「イメージ」です。
その他につきましては、「お客様へのご案内（募集型企画旅行）」をご覧いただくか、係員までお気軽にお問い合わせください。

１．募集型企画旅行契約

２．旅行の申込み
（1）

（2）

20％ ５０％ １００％

３．契約の成立と契約書面の交付
（1）

（2）

（3）

４．申し込み条件

５．確定書面（最終日程表）の交付

６．旅行代金のお支払い
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【 旅行代金に関して 】

【 バスに関して 】

【 昼食に関して 】

旅行開始後
及び

無連絡不参加

旅行開始日の前日から

 起算して（さかのぼって）

７日～２日前

また、契約の内容条件は、募集広告（パンフレット等）の各コースごとに記載されている条件のほか、下記の条件、 この場合、既に収受している旅行代金または申込金から所定の取消料を差し引いた金額を払い戻しいたします。

最終旅行日程表及び当社の「旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）によります。　 申込金で取消料がまかなえない場合は、その差額を申し受けます。

IGRいわて銀河鉄道㈱銀河鉄道観光（以下「当社」という）が企画・募集し実施する企画旅行であり、この旅行に参加 旅行開始前

されるお客様は当社と募集型企画旅行契約を締結することになります。　 お客様はいつでも次に定める取消料（お一人様につき）をお支払いいただいて、旅行契約を解除することができます。

なお、下記の表で言う取消日とは、お客様が当社および旅行業法で規定された「委託営業所」（以下「当社」といいま

申込書に所定の事項を記入の上、お一人様につき下記の申込金を添えてお申込みいただきます。お申込金は旅行 す）のそれぞれの営業日、営業時間内に取り消しする旨をお申し出いただいた時を基準といたします。

代金、取消料または違約金のそれぞれの一部として取り扱いいたします。またお客様が旅行の参加に際し、特別な
旅行開始日の

前日
当日

（旅行開始前）
記載を必要とする場合には、お申込みのときお申し出ください。可能な範囲で当社はこれに応じます。

当社は、電話、郵便、ファクシミリおよび、その他の通信手段によるお申込みを受け付けます。この場合予約の時点で

取 消 日

取消料率
は契約は成立しておらず、当社が予約の承諾を承知した翌日から起算して３日以内に申込書と申込金を提出していた 10％

だきます。

旅行代金 ５，０００円未満
5,000円以上
10,000円未満

10,000円以上
15,000円未満

15,000円以上
30,000円未満

30,000円以上
旅行開始前

お申込金 １，０００円 ２，０００円 ３，０００円 6,000円 １０，０００円
当社は次に揚げる場合において旅行開始前に国内募集型企画旅行契約を解除することがあります。

最小催行人員に満たないときには旅行の実施を取りやめることがあります。この場合、旅行開始日の１４日前（日

帰り旅行は４日前）までにご連絡の上、当社で収受している旅行代金の全額を返金し旅行契約を解除いたします。

募集型企画旅行契約は、当社が契約の締結を承諾し前項の申込金を受領したときに成立するものとします。

通信契約は前項の規定に関わらず当社が契約の締結を承諾する旨の通知を発したときに成立するものとします。 パンフレットに添乗員同行と表示のあるものは添乗員が同行いたします。現地添乗員同行と表示のあるものは

ただし、契約締結を承諾する旨をe-mail等の電子承諾通知の方法で通知した場合は、その通知がお客様に到達した 現地到着時より現地出発まで同行いたしますが、現地集合場所まで及び解散場所からの行程については同行

ときに成立するものとします。 いたしませんので、お客様が旅行サービスの提供を受けるための手続きはお客様ご自身で行っていただきます。

当社は契約の成立後、旅行日程・旅行サービスの内容・その他の旅行条件、当社の責任に関する事項を記載した書 ※集合場所では係員が受付や出発のご案内をいたします。

面（以下「契約書面」といいます）をお渡しいたします。なお、当パンフレットはこのご旅行条件書において、契約書面の 添乗員の業務時間は原則として８時から２０時までといたします。

一部といたします。

当社が手配した旅程を管理する業務を負う旅行サービスの範囲は、当契約書面に記載いたします。

当社およびご旅行をお申込みいただいた受託旅行業者（以下「販売店」といいます）では、旅行をお申込みの際に

２０歳未満の方の単独でのお申込みには、父母または親権者の方の同意書が必要です。 ご提出いただいた個人情報について、お客様との連絡や運送・宿泊機関等の手配のためにご利用させていただく

ほか、必要な範囲内において当該機関等に提供いたします。

当契約書面において旅行日程または重要な運送・宿泊機関の名称が確定されない場合には、利用予定の宿泊機関

及び表示上重要な運送機関の名称を限定して列挙した上で契約書面の交付をいたします。その場合、旅行開始日の

前日（旅行開始日の８日前以降のお申込みに関しては旅行開始日）までに、これらの確定状況を記載した書面（以下

この旅行条件は、平成２３年４月１日を基準としています。

「確定書面」といいます）をお渡しいたします。 旅館・ホテル等において、お客様が酒類・料理・その他のサービス等を追加された場合は、原則としてサービス料

旅行代金は旅行開始日の１５日前までにお支払いください。

および消費税等の諸税が課せられますので予めご了承ください。

※上記の諸費用は、お客様の都合により一部利用されなくても払い戻しいたしません。

旅行代金に含まれないもの

・旅行日程に明示されていない交通費・食事代等の諸費用及び個人的費用。

旅行代金に含まれるもの

旅行日程に明示した運送機関の運賃・料金（特記事項がない限り列車は普通指定、航空機はエコノミークラス）、

宿泊費、食事代、旅行取扱料金及び消費税等の諸税。

添乗員が同行するコースにおいては、添乗員経費・団体行動に必要な心付を含みます。

IGR 検索

久慈市で長年愛され続けてきた、久慈地下水族館『もぐらんぴあ』。しかし、
東日本大震災で壊滅的な被害を受け、以降営業を見合わせてきました。
その後、久慈市の皆さんの熱い後援の下、JR・三陸鉄道久慈駅前の『旧中
村家具店』さんのスペースを借り受け、平成２３年８月５日『まちなか水族館』
として、もぐらんぴあは再スタートを切ります☆
平成２３年６～７月開催の弊社ツアー『第一回東北道の駅スタンプラリーの
旅』でも、参加費の一部がこの『まちなか水族館』の魚のエサ代に充てられて
います♪
みんなで楽しく海のことを学びましょう♪

『青い山脈』『青葉城恋唄』『北上夜曲』。。。歌集を手に、大勢で声を揃えて合唱する『歌声喫茶』。ピーク時の１９６０年代には、
都内だけで２０店を数えました。当時は労働運動や学生運動が盛んな頃。コーヒー１杯だけで何時間も粘り、合間に人生や政
治を語り、若者たちがこぞって押し寄せ、当時はどの店も行列をなす程の全国的なブームを巻き起こしたものでした。
その後カラオケの登場や時代の流れと共に衰退。しかし団塊世代の方を中心に、当時を懐かしみ、新たな交流の場としてこの
歌声喫茶が再ブームを呼んでいます。あの『千の風にのって』の大ヒットも、実は歌声喫茶が発端なんだとか。今回の出前うた
ごえを開く老舗歌声喫茶「新宿ともしび」でも、そんな歌声喫茶を全国に広めようと、ホテルでのイベント・地方自治体の取組等
に積極的に参加。今では月４０本近い公演数を数えるまでになっています。「みんなで一体となって歌うこと」。今の時代が求め
るものなのかもしれません。


